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項目 評価 担当グループ 

【１】 サービス向上のための取組み ◎ 

業務グループ 
【２】 限度額適用認定証の利用促進 △ 

【３】 被扶養者資格の再確認の徹底 △ 

【４】 柔道整復施術療養費の照会業務の強化 ○ 

【５】 効果的なレセプト点検の推進 △ 

レセプトグループ 
【６】 資格喪失後受診等による債権の発生防止のため 
    の保険証の回収強化の取組等 

△ 

【７】 オンライン資格確認の導入に向けた対応 ○ 

【８】 特定健診受診率・事業者健診データ取得率の向上 △ 

保健グループ 【９】 特定保健指導の実施率の向上 △ 

【１０】 重症化予防対策の推進 △ 

【１１】 健康保険委員の委嘱拡大、加入者等の理解促進 △ 

企画総務グループ 【１２】 ジェネリック医薬品の使用促進 ○ 

【１３】 地域の医療提供体制への働きかけ △ 

※評価は、3段階（◎○△）で表示 
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 平成30年度 京都支部事業 KPI達成状況 

１．業務グループ関係 

平成30年度 協会事業計画 
【KPI】 

平成30年度 支部事業計画 
【KPI】 

KPIの達成状況 
Ｈ29年度の 
実施状況 

サービス水準の向上 
 
【KPI】 
① サービススタンダードの達
成状況を100％とする 
 
 
② 現金給付等の申請に係る郵
送化率を87％以上とする 
 

サービス水準の向上 
 
【KPI】 
① 100% 
 サービススタンダードの達成
状況を100％とする 
 ※全支部一律に設定 
② 87.0% 
 現金給付等の申請に係る郵送
化率を87.0%以上とする 
 ※支部ごとに設定 

 
 
 
 ①100％ 達成 
（全国41支部達成）  
 
 
 ②90.09％ 達成 
（全国13位） 

  
 
 
 ①100％ 
 
 
 
 ②85.5％ 

評価分析及び今後の課題 

①全支部統一の審査手順書、確認者の手引きに基づく事務処理を徹底し、迅速な審査等を
進めるとともに、受付件数に応じた審査者の人員配置と進捗管理により、引き続き達成状
況を１００％とする。 
 
②電話対応時に郵送による申請を案内するとともに、来訪者へは郵送化推進チラシを配付
し郵送化率の向上を図る。 
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 平成30年度 京都支部事業 KPI達成状況 

１．業務グループ関係 

平成30年度 協会事業計画 
【KPI】 

平成30年度 支部事業計画 
【KPI】 

KPIの達成状況 
Ｈ29年度の 
実施状況 

限度額適用認定証の利用促
進 
 
【KPI】高額療養費制度に
占める限度額適用認定証の
使用割合を83％以上とする 

限度額適用認定証の利用促
進 
 
【KPI】 83.0% 
高額療養費制度に占める限
度額適用認定証の使用割合
を83.0%以上とする  
※支部ごとに設定 
 

 
 
 
 78.08％ 未達成 
 （全国35位） 

  
 
 
 77.31％ 

評価分析及び今後の課題 

 府下の大規模医療機関に申請書（お手軽セット）を設置してもらっており、平成３０年
度には電話による依頼で３０か所増設し現在１０６か所に設置。 
 そのなかで利用率が低い医療機関を抽出し、訪問、電話勧奨により利用促進を実施した
が達成には至らなかった。 
 申請書の設置に加えて、制度周知のためのポスターを配付し掲示を依頼する。また、病
院協会等の会合において、経営側にも利用の促進を依頼する。 
 これらにより、利用率の向上を図る。 
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 平成30年度 京都支部事業 KPI達成状況 

１．業務グループ関係 

平成30年度 協会事業計画 
【KPI】 

平成30年度 支部事業計画 
【KPI】 

KPIの達成状況 
Ｈ29年度の 
実施状況 

被扶養者資格の再確認の徹
底 
 
【KPI】被扶養者資格の確
認対象事業所からの確認書
の提出率を87％以上とする 

被扶養者資格の再確認の徹
底 
 
【KPI】 88.0% 
被扶養者資格の確認対象事
業所からの確認書の提出率
を88.0%以上とする 
 ※支部ごとに設定 
 

 
 
 
 83.6％ 未達成 
（全国47位） 
平成30年11月16日受付
分まで 

  
 
 
 87.8％ 

評価分析及び今後の課題 

 確認書未提出の事業所に対する催告の遅れが要因となり、達成できなかったが、未提出
事業所への電話・文書催告により平成31年2月末日時点で88％以上の回収率を達成した。 
 令和元年度は、スケジュールに遅れが生じないように事業を進めることにより目標達成
を目指す。 
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 平成30年度 京都支部事業 KPI達成状況 

１．業務グループ関係 

平成30年度 協会事業計画 
【KPI】 

平成30年度 支部事業計画 
【KPI】 

KPIの達成状況 
Ｈ29年度の 
実施状況 

柔道整復施術療養費の照会
業務の強化 
 
【KPI】柔道整復施術療養
費の申請に占める、施術箇
所３部位以上、かつ月15日
以上の施術の申請の割合に
ついて対前年度以下とする 
 

柔道整復施術療養費の照会
業務の強化 
 
【KPI】 1.45% 
柔道整復施術療養費の申請
に占める、施術箇所３部位
以上、かつ月15日以上の施
術の申請の割合について対
前年度以下とする 
 ※全支部一律に設定 
 

 
 
 
 1.32％ 達成 
（全国40位） 

  
 
 
 1.45％ 

評価分析及び今後の課題 

 多部位かつ頻回施術に対する患者照会と、柔整審査委員会からの指摘に基づく施術所に
対する文書指摘により、引き続き達成を目指す。 
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 平成30年度 京都支部事業 KPI達成状況 

２．レセプトグループ関係 

平成30年度 協会事業計画 
【KPI】 

平成30年度 支部事業計画 
【KPI】 

KPIの達成状況 
Ｈ29年度の 
実施状況 

効果的なレセプト点検の推
進 
 
【KPI】社会保険診療報酬
支払基金と合算したレセプ
ト点検の査定率について対
前年度以上とする 
 

効果的なレセプト点検の推
進 
 
【KPI】 0.400% 
社会保険診療報酬支払基金
と合算したレセプト点検の
査定率について対前年度以
上とする 
 ※全支部一律に設定 
 

 
 
 
 0.368％ 未達成 
（全国19位） 

 
 
 
 0.399％ 

評価分析及び今後の課題 

 業務平準化及び効率化、スキルアップ、モチベーションアップを目的として担当範囲の
見直しを行った。 
 保険診療の請求について支払基金で１次点検、保険者で２次点検を行っている。平成30
年度は新規の点検職員が定着せず、入れ替わりが多く、査定額の伸びが鈍化し未達となっ
た。 
 全国順位２９年度１３位→３０年度１９位。 
 今年度は支払基金との連携協力を基本とし、審査会での査定情報や医療機関の傾向診療
など、お互いの情報の共有により、無駄のない点検に努め、達成を目指す。  
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 平成30年度 京都支部事業 KPI達成状況 

２．レセプトグループ関係 

平成30年度 協会事業計画 【KPI】 平成30年度 支部事業計画 【KPI】 KPIの達成状況 
Ｈ29年度の 
実施状況 

返納金債権発生防止のための保険証
回収強化、債権回収業務の推進 
 
【KPI】 
① 日本年金機構回収分も含めた資
格喪失後1か月以内の保険証回収率
を93％以上とする 
 
② 返納金債権（資格喪失後受診に
係るものに限る。）の回収率を対前
年度以上とする  
 
③ 医療給付費総額に占める資格喪
失後受診に伴う返納金の割合を対前
年度以下とする 
 

返納金債権発生防止のための保険証
回収強化、債権回収業務の推進 
 
【KPI】 
① 93.0% 
 日本年金機構回収分も含めた資格
喪失後1か月以内の保険証回収率を
93.0%以上とする ※支部ごとに設定 
② 74.32% 
 返納金債権（資格喪失後受診に係
るものに限る。）の回収率を対前年
度以上とする ※全支部一律に設定 
③ 0.059% 
 医療給付費総額に占める資格喪失
後受診に伴う返納金の割合を対前年
度以下とする ※全支部一律に設定 

 
 
 
 
 ①89.88％ 未達成 
（全国40位） 
 
  
 ②65.13％ 未達成 
（全国19位） 
 
 
 ③0.043％ 達成 
（全国16位） 

  
 
 
 
 ①87.24％ 
 
 
 
 ②74.32％ 
 
 
 
 ③0.059％ 

評価分析及び今後の課題 

 返納金発生防止の観点から資格喪失後の速やかな保険証回収を目指している。①、③の結果から、１か月以内の証回
収の成績は全国と比較して、低迷しているものの、返納金の発生率には直結しておらず、未回収者への文書勧奨、証添
付率の低い事業所への文書指導や返納金発生率の高い事業所への訪問指導などから、事業所が回収した保険証を即時返
納していない事象が多いという事実を発見することができた。このことから、未回収者への２回にわたる文書勧奨に加
え、事業所への電話勧奨を実施し保険証の早期回収を目指す。 
 返納金回収率については国民健康保険との保険者間調整を48件約590万円実施した。２９年度と比較して対象額が少な
かったため保険者間調整において１５００万円減少し、回収率にして１２％少なくなり未達となった。このことから、
今年度は納付書送付時から保険者間調整の案内を実施し、より多くの保険者間調整の獲得に力点を置くこととし、また、
差し押さえの定期的な実施により回収率達成を目指す。 
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 平成30年度 京都支部事業 KPI達成状況 

２．レセプトグループ関係 

平成30年度 協会事業計画 
【KPI】 

平成30年度 支部事業計画 
【KPI】 

KPIの達成状況 
Ｈ29年度の 
実施状況 

オンライン資格確認の導入
に向けた対応 
 
【KPI】現行のオンライン
資格確認システムについて、
USBを配布した医療機関に
おける利用率を36.5％以上
とする 

オンライン資格確認の導入
に向けた対応 
 
【KPI】 50.0% 
現行のオンライン資格確認
システムについて、USBを
配布した医療機関における
利用率を50.0%以上とする 
※支部ごとに設定 

 
 
 
 50.0％ 達成 
（全国8位） 
（導入なし11支部） 

  
 
 
 50.0％ 

評価分析及び今後の課題 

 該当医療機関に利用勧奨実施し、利用ができなくなった医療機関からは31年3月に辞退
届を受理した。 
 来季に向けては８０％を目指す。 
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 平成30年度 京都支部事業 KPI達成状況 

３．保健グループ関係 

平成30年度 協会事業計画 
【KPI】 

平成30年度 支部事業計画 
【KPI】 

KPIの達成状況 
Ｈ29年度の 
実施状況 

ⅰ）特定健診受診率・事業者健診
データ取得率の向上 
【KPI】 
① 生活習慣病予防健診実施率を
50.8%以上とする 
 
② 事業者健診データ取得率を7.1％
以上とする  
 
③ 被扶養者の特定健診受診率を
25.9％以上とする 
 
①+②+③ 50.7％ 

ⅰ）特定健診受診率・事業者健診
データ取得率の向上 
【KPI】 
① 58.5% 
 生活習慣病予防健診実施率を58.5%
以上とする ※支部ごとに設定 
② 4.3% 
 事業者健診データ取得率を4.3%以上
とする ※支部ごとに設定 
③ 24.8% 
 被扶養者の特定健診受診率を24.8%
以上とする ※支部ごとに設定 
 
①+②+③ 53.6％ 

 
 
①生活習慣病予防健診  
 58.4％ 未達成 
 （全国16位）  

②事業者健診データ 
 3.4％ 未達成 
 （全国42位）  

③被扶養者の特定健診 
 24.6％ 未達成 
 （全国26位） 
①+②+③ 53.1％ 
       未達成 
    

 
 
 
 
 ①57.3％ 
 
 
 ②2.9％ 
  
 
 ③23.4％ 
 
①+②+③ 51.3％ 
 

評価分析及び今後の課題 

①健診機関と連携し、集合健診日程の拡大、未受診事業所への文書・電話勧奨による拡大により 
昨年度 57.3％ → 58.43％ +1.13％ KPI達成に約200件足らなかった。健診実施機関が少ない地域、
事業所から被保険者への周知の対策が課題。 
②昨年度 2.9％ → 3.41％ 事業所へデータ取得勧奨、紙媒体のデータ作成を外部委託し取得率向上
に努めたが、データ提供が遅延している健診機関への督促が不十分であった。大規模事業所などは支部
からの勧奨を強化するなど規模別による対策が必要。健診機関からの早期データ提供も課題。 
③昨年度 23.4％ → 24.6％ 個別案内、商業施設・イベント会場での集団健診、オプショナル健診
の実施により受診率が拡大したが、対象者への効果的な周知が課題 
KPI未達成だが①～③の伸び率は全国26位となっている。 

データ分析に基づいた第２期保健事業実施計画（データヘルス計画）の着実な実施 



10 

 平成30年度 京都支部事業 KPI達成状況 

３．保健グループ関係 

平成30年度 協会事業計画 
【KPI】 

平成30年度 支部事業計画 
【KPI】 

KPIの達成状況 
Ｈ29年度の 
実施状況 

ⅱ）特定保健指導の実施率
の向上及び平成30年度から
の制度見直しへの対応 
 
【KPI】特定保健指導の実
施率を14.5％以上とする 

ⅱ）特定保健指導の実施率
の向上及び平成30年度から
の制度見直しへの対応 
 
【KPI】 14.5% 
 特定保健指導の実施率を
14.5%以上とする 
 ※支部ごとに設定 
 

 
 
 
特定保健指導実施率    
 11.5％ 未達成 
 （全国41位） 
 （実施伸び率5位）  
 
     

  
 
 
 
 7.5％ 

評価分析及び今後の課題 

 被保険者昨年度 7.5％ → 11.5％ 
 健診機関での健診当日保健指導の推進、外部委託業者2社による実施数拡大、イベント
会場・集団健診会場での当日保健指導を行い、実施率が拡大。昨年度からの伸び率は全国
上位だが、実施率は全国レベルに至っていない。 
 健診実施者数は多いが特定保健指導実施者数が伸びない。健診機関の実施者数拡大、特
定保健指導の認知不足による事業所の受け入れ率が課題。 
 KPI未達成だが、初回面談の伸び率 全国8位、保健指導実施伸び率 全国5位。 

データ分析に基づいた第２期保健事業実施計画（データヘルス計画）の着実な実施 
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 平成30年度 京都支部事業 KPI達成状況 

３．保健グループ関係 

平成30年度 協会事業計画 
【KPI】 

平成30年度 支部事業計画 
【KPI】 

KPIの達成状況 
Ｈ29年度の 
実施状況 

ⅲ）重症化予防対策の推進 
 
【KPI】受診勧奨後3か月以
内に医療機関を受診した者
の割合を11.1％以上とする 

ⅲ）重症化予防対策の推進 
 
【KPI】 11.1% 
受診勧奨後3か月以内に医
療機関を受診した者の割合
を11.1%以上とする 
 ※支部ごとに設定 

 
         
 9.5％ 未達成 
（全国21位） 

  
 
 9.9％ 

評価分析及び今後の課題 

 京都府、各保健所の糖尿病重症化予防対策会議に参加し状況を共有。未治療者へ文書・
電話による受診勧奨。 
 京都府の特徴であるLDLコレステロール値改善のため、LDLコレステロール140ｍｇ/dl以
上の方にはコレステロールについての受診勧奨文書を同封し重症化予防対策を行ったが、
昨年比0.4％減となった。 
 令和元年度は健診機関で、健診当日に健康相談を行い、受診者の健康意識を高め、未治
療者の受診・保健指導へもつなげる事業について計画し実施。 
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 平成30年度 京都支部事業 KPI達成状況 

３．企画総務グループ関係 
データ分析に基づいた第２期保健事業実施計画（データヘルス計画）の着実な実施 

平成30年度 協会事業計画 
【KPI】 

平成30年度 支部事業計画 
【KPI】 

KPIの達成状況 
Ｈ29年度の 
実施状況 

ⅳ）健康経営（コラボヘル
スの推進） 
 
※KPIの設定なし 

ⅳ）健康経営（コラボヘル
スの推進） 
 
※KPIの設定なし 

    

評価分析及び今後の課題 

・平成30年度末 
 健康宣言事業所数 目標50社増 →結果72社増 
 運動に取り組む事業所数 目標150社→結果151社 
・健康講座の実施 
 →113回の実施。うち京都支部が推奨した運動に関するメニューは52回の実施。 
・歯科検査キットを使用した受診勧奨 
 →478人実施。陽性者は127人(約26％)。検査後に受診した者は23人であった。 
  検査自体への関心は高く、多くの方に実施いただいたが、より多くの要治療者に受診  
  していただくため、対象者を選定するなど検討が必要。 
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 平成30年度 京都支部事業 KPI達成状況 

３．企画総務グループ関係 

平成30年度 協会事業計画 
【KPI】 

平成30年度 支部事業計画 
【KPI】 

KPIの達成状況 
Ｈ29年度の 
実施状況 

広報活動や健康保険委員を通
じた加入者等の理解促進 
 
【KPI】 
① 広報活動における加入者
理解率の平均について対前年
度以上とする 
② 全被保険者数に占める健
康保険委員が委嘱されている
事業所の被保険者数の割合を
36％以上とする 
 

広報活動や健康保険委員を通
じた加入者等の理解促進 
 
【KPI】 
① 35.9% 
 広報活動における加入者理
解率の平均について対前年度
以上とする 
 ※全支部一律に設定 
② 38.0% 
 全被保険者数に占める健康
保険委員が委嘱されている事
業所の被保険者数の割合を
38.0%以上とする 
 ※支部ごとに設定 

 
 
 
 
 ①38.9％達成 
（全国順位20位） 
 
 
 
 ②33.24％未達成 
（全国順位43位） 

  
 
 
 
 ①35.9％ 
 
 
 
 
 ②31.06％ 

評価分析及び今後の課題 

①インセンティブ制度周知やジェネリック医薬品使用促進および京都において理解度の低かった
現金給付と健診・保健指導の広報を計画的に実施する。（定期広報誌・メルマガ・外部専門業
者） 
②事業所規模別、業態別に訪問や文書・電話勧奨を実施するとともに、あらゆる機会を通じ健康
保険委員の必要性を訴えていく。 
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 平成30年度 京都支部事業 KPI達成状況 

３．企画総務グループ関係 

平成30年度 協会事業計画 
【KPI】 

平成30年度 支部事業計画 
【KPI】 

KPIの達成状況 
Ｈ29年度の 
実施状況 

ジェネリック医薬品の使用
促進 
 
【KPI】協会けんぽのジェ
ネリック医薬品使用割合を
75.3％以上とする 

ジェネリック医薬品の使用
促進 
 
【KPI】 73.4% 
協会けんぽのジェネリック
医薬品使用割合を73.4%以
上とする 
 ※支部ごとに設定 
 

 
 
 
 76.6％達成 
（H31.2現在）  
（全国順位40位） 

  
 
 
 72.9％ 

評価分析及び今後の課題 

 KPIは達成したが、全国平均を下回りかつ全国順位40位であり、更なる使用促進が必要。
今年度行うパイロット事業やセミナー開催について、京都府薬務課および京都府薬剤師会
と連携のうえ実施していく。 
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 平成30年度 京都支部事業 KPI達成状況 

３．企画総務グループ関係 
平成30年度 協会事業計画 

【KPI】 
平成30年度 支部事業計画 

【KPI】 
KPIの達成状況 

Ｈ29年度の 
実施状況 

医療データの分析に基づく地域の
医療提供体制への働きかけ 

 
【KPI】 
① 他の被用者保険者との連携
を含めた、地域医療構想調整会
議への支部参加率を79.8％以上
とする 
② 「経済・財政と暮らしの指
標「見える化」データベース」 
などを活用した効果的な意見発
信を全支部で実施する 
 

医療データの分析に基づく地域の
医療提供体制への働きかけ 

 
【KPI】 
① 85.7% 
 他の被用者保険者との連携を
含めた、地域医療構想調整会議
への支部参加率を85.7%以上と
する 
 ※支部ごとに設定 
② - 
 「経済・財政と暮らしの指標
「見える化」データベース」 
などを活用した効果的な意見発
信を実施する 
 ※全支部一律に設定 

 
 
 
 
 ①71.4％未達成 
（5/7ヵ所） 
  
 
 
 
 ② － 
          

  
 
 
 
 71.4％ 
 
 
 
 
 
 － 

評価分析及び今後の課題 

①保険者協議会において、他の医療保険者との調整も必要だったため、現状維持となった。
引き続き参加率を７区域中６区域以上とすることを保険者協議会で調整していく。  
②協会けんぽの医療データを京都府と共同分析した「健康長寿・データヘルス推進プロ
ジェクト報告書」に基づき市町村と健康課題を共有した。 
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